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【2018年7月7日～2018年7月13日までの推移】
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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は対米ドル、対円ともに下落し

ました。またトルコの2年国債金利は上昇しました。

7月9日（現地、以下同じ）に発表された新政権の閣

僚人事では、エルドアン大統領の娘婿であるベラト・ア

ルバイラク氏が財務金融大臣に任命されました。金融

市場からの評価が高かったシムシェキ前副首相とアー

バル前財務相は閣僚に任命されませんでした。また、

エルドアン大統領は、中央銀行総裁と副総裁を指名

する権限を大統領に与える大統領令を発表しました。

これら一連の動きを受けて、経常赤字や財政赤字の

拡大への対応や中央銀行の独立性低下が懸念され、

トルコ・リラは対米ドルで史上最安値まで売られました。

国債も売られ、金利は上昇しました。格付会社のフィッ

チ・レーティングスは13日に、トルコ国債の格付けを

「BB+」から「BB」に引き下げました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

今週は、市場は一旦様子見姿勢となることが予想さ

れます。新政権の閣僚人事およびエルドアン大統領

の実権強化を受けて、トルコ市場では通貨、国債、株

式いずれも大幅に売られたものの、次週24日の金融

政策決定会合が注目されています。金融引き締めが

行われれば、トルコ・リラが買い戻される契機になりうる

一方、金融緩和が行われれば中央銀行の独立性が

脅かされたとみなされ、トルコ・リラの大幅安につながる

と考えます。経済指標では、6月の財政収支と5月の鉱

工業生産などが発表される予定です。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し 【トルコ 金利推移】

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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（円/トルコ・リラ）


